
令和３年度 国立教育政策研究所
教育課程研究指定校事業（二年次）研究報告

多様なグローバル社会の中でコミュニケーションを図り、
自分の考えや気持ちなどを即興的に英語で表現できる生徒の育成

～正確性を高めるためのパフォーマンス課題と
アウトプットの指導を通して～

令和４年２月３日（水）

北九州市立浅川中学校







〇コミュニケーションの手段のための英語使用
（教師・生徒ともに）

〇相づち
（聞き手を育てるために相づちをうたせる）

○問い返し
（T-S・S-Sの発話の中で問い返しを行い、内容を確認させる）

○関連質問
（質問をし、内容面に焦点を当てやり取りを深めさせる）

１．はじめに

どのようなことが
表現できるのか

どのような場面で
使われるのか



①帯活動の継続的な取組

②目的・場面・状況を設定した言語活動の継続

③年間を見通した単元計画の作成

④パフォーマンステストや言語活動後のフィードバック

⑤その他の正確性を高めるための手だて

２．本年度の取組



言語材料や表現
の価値付けし、
中間指導を行う。

(4)価値付け

既習の言語材料
や表現を用いて、
スピーチを行う

(1)個人スピーチ

スピーチの内容
に関する質問をし、
２往復以上のやり

取りを行う

(3)やり取り

関連質問

(1)既習の言語材料を用いて、個人スピーチを行う（テーマは生徒が決定）

(2)スピーチ中、聞き手は相づちをうつ

(3)スピーチ後、聞き手は質問し、２往復以上のやり取りを行う

(4)教師はスピーチの価値付けを行う（記録に残す評価は行わない）

①帯活動の事例（１）＜個人スピーチ＞

相づちをうち
ながら、質問
したいことを
整理する

(2)聞き手の
相づち





中間指導をも
とに再度言語
活動を行う

(5)S-S
やり取り②

①言語面
②内容面
双方の指導

(4)中間指導

やり取りや発
問、話題の投
げかけを行う

(1)T-T
教師のやり取り

生徒同士で
やり取り行う

(3)S－S
やり取り①

(1)言語材料は示さず、教師のやり取りを見せる（T-T)

(2)やり取りの後、教師が生徒とやり取りを行う（T-S）

(3)生徒同士でやり取りを行う（S-S）

(4)中間指導を行う

(5)異なるペアでもう一度やり取りを行う。（S-S）

①帯活動の事例（２）＜１分間チャット＞

教師のやり取り
を参考に、活動
に見通しをもつ

(2)T-S
生徒とのやり取り



中間指導のやり方

①既習の言語材料でパラフレーズ
「地産地消」って言いたいけど、どう表現すればいいの？

伝えたかった内容全体をパラフレーズ（ペアで考えさせる）

「日本で作られた食べ物を食べるべきだ」

We should eat food made in Japan.

②汎用性のある表現をインプット





①帯活動の継続的な取組

②目的・場面・状況を設定した言語活動の継続

③年間を見通した単元計画の作成

④パフォーマンステストや言語活動後のフィードバック

⑤その他の正確性を高めるための手だて

２．本年度の取組



②目的・場面・状況を設定した言語活動の継続

【第１学年】

・浅川中の様子を校区の小学生とホームページで知らせよう。

・北九州に住む外国の方に浅川周辺のおすすめの場所を紹介しよう。

【第２学年】

・Danieleに近況を知らせる英語の手紙を書こう。

・福岡に来るALTの先生に福岡のおすすめの場所を紹介しよう。

【第３学年】

・初めて浅中に赴任したALTの先生に興味のあることを知ってもらおう。

・ALTの先生の興味や質問に合わせて、アドバイスやおすすめをしよう。



既習の言語材料をアウトプットする場の設定（家庭学習帳）

A : I’ll tell you about my favorite
singer! Do you know her?

B : Yes. What a beautiful woman!

毎月メニュー配布（各７個程度）

QRコードでの音読、語彙テスト、
簡単な自己表現、学習内容の分析

既習事項で対話作成、自己表現（５文程度）

賛成・反対、おすすめ紹介（１ページ程度）

メニューA（確認）

メニューB（発展）

メニューC（応用）



①帯活動の継続的な取組

②目的・場面・状況を設定した言語活動の継続

③年間を見通した単元計画の作成

④パフォーマンステストや言語活動後のフィードバック

⑤その他の正確性を高めるための手だて

２．本年度の取組



単元計画とパフォーマンス課題【話すこと】

単元の見通し

教科書を読む
必然性

次の学習への
見通し



パフォーマンス課題【書くこと】

【条件①】
これまでの経験を交えて、自分の意見を
述べている

【条件②】
右の４人の意見文から１つ選んで引用し、
自分の意見を述べている



①帯活動の継続的な取組

②目的・場面・状況を設定した言語活動の継続

③年間を見通した単元計画の作成

④パフォーマンステストや言語活動後のフィードバック

⑤その他の正確性を高めるための手だて

２．本年度の取組





生徒自身による発話分析

① 質問 ② あいづち

③ 表現内容

自分のパフォテ動画を視聴

①～③で発話内容を分析

分析→認知→見通し

「知識・理解」正確性の向上







生徒A（男子生徒）＜通知表「３」の生徒＞

He is interested in nature.
So I will tell him where to 
visit. I recommend Akita. 

（中略）

Second it has “Namahage”. 
It is national traditional 
culture. People wear ogre’s 
face. Children cry because 
it’s scary. When I was 5 
years, I watched Namahage. 
My mother says, “I was cry.”  





生徒B（女子生徒）＜通知表「５」の生徒＞

I suppose Daniele doesn’t 
know how to play it. One of 
the characters  in this anime 
always tells us about the rules 
of “Karuta”. So, it’s easy to 
understand. 

（中略）

Also, she said, “I will leave 
Japan next year.“ This anime 
series are not so long, so I 
think she can finish watching 
all episodes before leaving.



個人スピーチで質問力の向上

関連質問を通じてやり取り

定期考査後のフィードバック

新たなインプット

（３） 考査後の全体へのフィードバック
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＜言語面での価値づけ＞
・関係代名詞
・原形不定詞

・引用表現の使用
・don’t have toなどの助動詞

＜内容面での価値づけ＞
I can’t get up early. I suppose
my alarm cｌock doesn’t move
anymore. It’s a robot which…  

新たなインプット

（４） 言語活動後の全体へのフィードバック

生徒 M

生徒 N

生徒O



①帯活動の継続的な取組

②目的・場面・状況を設定した言語活動の継続

③年間を見通した単元計画の作成

④パフォーマンステストや言語活動後のフィードバック

⑤その他の正確性を高めるための手だて

２．本年度の取組



その他の正確性を高めるための手だて

・語彙や言語材料を文脈の中で使用

・言語活動中のリキャスト

・語順表の活用

・コレクションコードの活用



コレクションコードの例

単元の初め

単元末

～中略～



３．研究の成果と課題 ＜成果①＞ 生徒の変容



３．研究の成果と課題 ＜成果①＞ 生徒の変容



＜成果②＞ 英語教育実施状況調査と外部試験の結果
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＜成果③＞ 生徒の振り返りの記述内容

・ALTの先生に紹介、おすすめする時に、どのような表現を

どういう場面で使うか考えるようになった。

・学習したことでパラフレーズできたり、フィードバックで

友達の考えが聞けたりして参考になった。

・コレクションコードのおかげで、a（単数）やs（複数）、

「どうするs」（３単現）を前より意識するようになった。



＜課題＞ 生徒の振り返りの記述内容

・中間指導やフィードバックで学習したことが定着してきたが、

いつも同じような表現になってしまう。

・パフォーマンステストでいつも、「知識・技能」がｂなので

もっと正確な文を言えるようになりたい。



浅川中学校HP



ご清聴ありがとうございました。

多様なグローバル社会の中でコミュニケーションを図り、
自分の考えや気持ちなどを即興的に英語で表現できる生徒の育成

～正確性を高めるためのパフォーマンス課題と
アウトプットの指導を通して～


